
論点① 高齢者像の変化に対応したケアマネジメントの推進

論点①

（介護予防支援の円滑な実施）

◼地域包括支援センターの業務負担軽減を進めるため、令和６年４月から居宅介護支援事業者も市町村からの指定を受

けて介護予防支援を実施できることとされた。

◼現在、約半数の市町村で指定が行われており、地域包括支援センターの担当圏域内で介護予防支援事業所の指定を受

けている居宅介護支援事業所があるケースは約４割ある一方で、事業所ベースで見ると、介護予防支援の指定を受け

ている居宅介護支援事業所は約２割となっている。

◼このような状況を踏まえ、居宅介護支援事業者による指定を更に進めていくため、どのような方策が考えられるか。

（障害高齢者への支援の強化）

◼高齢者が抱える課題が複雑化、複合化する中で、障害者が65歳以上となり、介護保険サービスを利用しつつ障害固有

のサービスを利用する場合等について、障害福祉サービス事業者だけでなく、市町村の障害福祉担当窓口等との様々

な調整が追加で必要になっているという状況が生じている。
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